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第１１５号勅　使　門

�

宗
祖
真
盛
上
人
鑽
仰
会
会
長
　
川
合　

歳
明

　

新
年
を
迎
え
ら
れ
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
サ
ル
の
年
で
あ
り
、
十
二
支
で
は
「
申｣

と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
沢
山
の
読
み
方
が
あ
り
「
さ
る
・
重
ね
る
・

も
う
す
・
の
び
る｣

等
、
ま
た
西
南
西
の
方
角
を
示
さ
れ
も

い
た
し
ま
す
。

　
「
サ
ル｣

は
「
去
る｣

に
通
じ
て
縁
起
が
悪
い
と
昔
か
ら

言
わ
れ
ま
す
が
、
十
二
支
の
「
申｣

は
「
モ
ノ
も
う
す｣

と

言
う
こ
と
に
な
り
大
変
結
構
で
、
今
年
は
良
い
事
を
「
も
の

申
す｣

年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
匹
で
あ
れ
ば
御
猿（
ご
ざ
る
）を
「
人
が
ご
ざ
る
、
人
が

来
な
さ
る
」と
な
り
縁
起
が
良
く
な
り
、二
匹
で
あ
れ
ば
、「
悪

い
人
に
似
ざ
る
」
で
吉
、
三
匹
は
「
見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・

云
わ
ざ
る
」
の
像
を
云
い
ま
す
が
、
三
猿
・
庚
申
さ
ん
と
も

言
い
山
王
権
現
の
神
の
使
い
の
お
守
り
と
な
り
ま
す
。
四
匹

は
「
死
が
去
る
」
と
な
り
吉
、
五
匹
と
な
る
と
「
護（
五
）猿

（
ご
ざ
る
）」（
マ
モ
ル
猿
）
と
な
り
総
本
山
の
絵
馬
や
法
華

千
部
会
ポ
ス
タ
ー
に
登
場
い
た
し
ま
す
。

　

円
戒
国
師
御
和
讃
の
一
節
に
「
手
白
の
猿（
ま
し
ら
）鉦
を

う
ち　

名
号
唱
う
る
景
色
な
り　

手
白
の
猿
な
か
り
せ
ば　

我
此
の
樹
下
に
あ
ら
じ
ち
ょ
う｣

と
日
吉
神
社
の
「
手
白
の

猿
」
が
真
盛
上
人
の
身
代
わ
り
と
な
っ
た
護
猿
と
な
り
、「
沢

山
の
人
が
ご
ざ
る｣

で
、
沢
山
の
参
詣
者
が
来
て
頂
く
佳
い

年
で
あ
り
た
い
と
念
願
い
た
し
ま
す
。

　

宗
祖
真
盛
上
人
鑽
迎
会
は
平
成
二
十
四
年
に
設
立
さ
れ
早

五
年
目
を
迎
え
、
福
井
・
伊
賀
・
伊
勢
の
別
格
本
山
、
信
濃

善
光
寺
前
立
本
尊
御
開
帳
の
法
要
と
講
演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
温
故
知
新
」
の
教
え
に
従
い
、
宗
祖
の
遺
徳
を
鑽
仰
し
念

仏
の
弘
通
を
願
い
、
今
後
共
恩
徳
に
報
い
た
く
思
い
ま
す
の

で
、
益
々
の
ご
入
会
と
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
の
新
年

を
迎
え
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
は
世
界
の
平
和
を
望
み
ま
す
が
、

一
家
、
一
族
、
一
国
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
平

和
に
過
ご
し
て
こ
そ
、
世
界
の
平
和
が
実

現
す
る
の
で
す
。

　

安
穏
に
暮
ら
す
、
こ
れ
が
一
番
大
事
な

こ
と
で
す
。
聖
徳
太
子
は
、「
和
を
以
て

貴
し
と
為
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
そ
の
通
り
で
す
。

　

恭
賀
新
禧

�

管
長
　
西
村　

冏
紹

表
紙
説
明

　
勅
　
使
　
門

　

西
教
寺
総
門
を
潜
り
、
参
道
を
登
る
と
勅
使
門
に
突
き
当
た
り
ま
す
。

　

平
時
は
閉
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
勅
使
参
向
時
の
他
、
管
長
猊
下
入
山

時
や
、
春
の
法
華
千
部
会
等
、
特
別
の
行
事
の
時
に
開
か
れ
ま
す
。

　

四
脚
門
の
建
築
様
式
で
、
門
柱
の
前
後
に
控
柱
を
二
本
立
て
た
格
式
の

高
い
門
で
あ
り
ま
す
。

　

本
堂
横
の
納
骨
堂
か
ら
見
渡
す
と
、
遠
く
琵
琶
湖
を
望
ん
で
、
付
近
に

植
樹
し
て
い
る
樹
々
も
茂
り
、
特
に
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の
景
色
が
楽
し

め
ま
す
。
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元
三
大
師
と
角
大
師

　

こ
の
名
前
は
、
正
月
三
日
に
な
く
な
ら
れ

た
大
師
に
誰
と
も
無
く
付
け
ら
れ
た
呼
び
名

で
、
元
三
大
師
の
本
名
は
、
良
源
。
諡
を
慈

慧
大
師
と
申
さ
れ
天
台
宗
の
高
僧
で
す
。
正

月
の
三
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
か
ら
元
三

大
師
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

大
師
は
、延
喜
十
二
年
九
月
三
日（
９
１
２
）

に
近
江
国
浅
井
郡
虎
姫
（
現
在
の
滋
賀
県
長

浜
市
）
に
豪
族
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
十
二

歳
の
時
に
比
叡
山
に
上
り
仏
門
に
入
ら
れ
ま

し
た
。
大
変
理
論
の
卓
越
し
た
僧
で
、
奈
良

仏
教
の
高
僧
と
も
論
争
し
て
論
破
さ
れ
、
ま

た
、
先
を
見
通
す
力
の
強
い
方
で
、
村
上

天
皇
の
皇
后
の
安
産
祈
願
を
行
う
な
ど
天

台
宗
に
多
く
の
功
績
を
残
し
、
康
保
三
年

（
９
６
９
）
に
天
台
座
主
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

宗
祖
真
盛
上
人
が
感
得
さ
れ
た『
往
生
要
集
』

の
著
者
恵
心
僧
都
の
お
師
匠
様
と
し
て
も
有

名
で
、
西
教
寺
を
「
不
断
念
仏
道
場
」
に
定

め
ら
れ
た
本
宗
と
も
大
変
ご
縁
の
深
い
お
方

で
す
。

　

永
観
三
年
一
月
三
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。

　

元
三
大
師
は
、
現
在
全
国
の
神
社
仏
閣
で

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
「
お
み
く
じ
」
を
日
本

で
最
初
に
作
ら
れ
た
方
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

見
力
に
す
ぐ
れ
た
方
で
、
伝
説
で
は
あ
り
ま

す
が
、
大
師
が
鬼
の
姿
に
化
け
て
疫
病
神
を

追
い
払
っ
た
な
ど
の
奇
跡
が
伝
え
ら
れ
、「
魔

除
け
の
護
符
」
と
し
て
、
角
を
生
や
し
た
鬼

の
姿
の
大
師
像
が
全
国
の
お
寺
な
ど
で
民
衆

に
配
ら
れ
、
家
々
の
玄
関
や
軒
先
に
貼
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
本
山
西
教
寺
で
も
お
授
け
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
、
お
近
く
の
お
寺
で
も

お
聞
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

（
文
責　

内
藤
秀
穗
）

真
盛
上
人
往
生
伝
記

に
ふ
れ
る

感
謝
と
喜
び
に
満
ち
た
往
生
の

お
す
が
た

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
真
盛
上
人
往
生
伝
記
に
ふ
れ
る
」
と

題
し
、
今
号
よ
り
数
回
に
わ
た
り
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
天
台
真
盛
宗
宗
学
研

究
所
で
は
、
昨
年
九
月
よ
り
『
真
盛
上
人
往

生
伝
記
』
の
輪
読
会
を
二
月
に
一
度
の
頻
度

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。『
真
盛
上
人
往
生

伝
記
』
は
本
宗
の
有
す
る
最
も
古
く
、
最
も

重
要
な
典
籍
で
す
。
真
盛
上
人
の
葬
儀
後
に

営
ま
れ
た
四
十
八
日
の
別
時
念
佛
会
の
期
間

中
に
、
直
弟
子
の
真
生
が
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り
、
真
盛
上
人
の
往
生
の
お
す
が
た
が
あ

り
あ
り
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
往
生
さ
れ
よ
う
か
と
い
う
時
、

真
盛
上
人
は
「
あ
あ
、
有
り
難
い
こ
と
だ
。

こ
の
虫
（
腹
の
病
気
）
に
よ
っ
て
往
生
で
き

る
の
が
本
当
に
嬉
し
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
病
気
に
さ
い
な
ま
れ
死
に
瀕
し
て

い
る
時
、
私
た
ち
は
痛
み
に
苦
し
み
、
そ
の

病
気
を
憎
む
の
が
当
然
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ

が
、
真
盛
上
人
は
自
分
を
さ
い
な
む
病
気
に

す
ら
感
謝
と
喜
び
の
心
を
お
示
し
に
な
ら
れ

た
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
に
対
し
て
害
を
与
え
る

も
の
や
、
自
分
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
に

対
し
て
腹
を
立
て
、
そ
れ
を
排
除
し
よ
う
と

し
ま
す
。
そ
の
時
、
真
盛
上
人
の
お
言
葉
を

思
い
出
し
て
み
て
下
さ
い
。
病
気
に
す
ら
感

謝
を
示
さ
れ
た
真
盛
上
人
に
あ
や
か
り
、
静

か
な
気
持
ち
で
身
の
回
り
を
見
直
し
、
家
族

を
は
じ
め
と
す
る
自
分
に
近
し
い
人
た
ち
に

感
謝
の
心
を
表
せ
れ
ば
、
何
よ
り
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
真
盛
上
人
の
お
言
葉
や
行
い

を
収
録
し
た
『
真
盛
上
人
往
生
伝
記
』
を
私

た
ち
に
分
か
り
や
す
い
現
代
語
に
翻
訳
し
よ

う
と
い
う
試
み
が
冒
頭
で
ふ
れ
た「
輪
読
会
」

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
『
寶
珠
』

の
誌
面
を
お
借
り
し
て
数
回
に
渡
っ
て
『
真

盛
上
人
往
生
伝
記
』
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
天
台
真
盛

宗
最
古
の
典
籍
に
ふ
れ
、
御
開
山�

真
盛
上

人
の
お
す
が
た
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
下
さ
い
。

�

（
文
責　

宗
学
研
究
所
已
講　

市
川
直
史
）

第
三
回
『
真
盛
上
人
往
生
伝
記
』
輪
読
会

　
【
日
時
】　

平
成
二
十
八
年
一
月
十
九
日
㈫�

十
九
時
よ
り

　
【
会
場
】　

真
盛
上
人
御
往
生
の
地　

西
蓮

寺
（
伊
賀
市
長
田
）
に
於
て

第１回
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私
の
信
心

福
善
寺
総
代
・
宗
議
会
副
議
長　
　

石
河　

雅
崇

　

私
は
、
幼
い
頃
か
ら
亀
山
市
和
田
町
に
住

み
両
親
と
一
緒
に
仏
間
に
正
座
し
て
佛
様
に

向
か
い
小
さ
な
念
珠
を
手
に
握
り
、
リ
ン
を

鳴
ら
し
て
「
ま
ん
ま
ん
ち
ゃ
ん
」
と
言
っ
て

拝
ん
だ
記
憶
が
鮮
明
に
あ
り
、
そ
の
習
慣
を

両
親
か
ら
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
思
え
ば
、
こ

れ
が
天
台
真
盛
宗
と
の
出
会
い
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
人
生
の
生
き
方
を
変
え
た
の
は
、
フ

ラ
ン
ク
・
ベ
ド
ガ
ー
の
「
欧
米
人
は
人
生
三

回
勝
負
す
る
」
と
の
著
に
触
れ
た
時
で
す
。

意
を
決
し
十
年
程
勤
め
た
銀
行
を
二
十
八
歳

で
退
社
し
て
ホ
ン
ダ
関
係
の
協
力
会
社
に
飛

び
込
み
、
国
内
外
の
社
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

佛
教
国
タ
イ
で
の
滞
在
は
五
年
と
長
く
、
各

地
の
寺
院
を
拝
観
し
て
廻
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
タ
イ
の
人
々
は
優
し
く
何
時
も
笑
顔
で

接
し
て
く
れ
、
こ
の
時
私
は
会
社
を
リ
タ
イ

ヤ
し
た
ら
地
域
に
貢
献
出
来
る
人
に
な
ろ
う

と
決
心
し
ま
し
た
。

　

退
職
後
、「
み
え
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
の
資
格
を
取
り
、
東
日
本
大
震
災
や
尾

鷲
熊
野
災
害
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
勤
し
み
、

地
元
の
自
治
会
長
を
二
度
引
受
け
、
平
成

十
五
年
に
菩
提
寺
の
檀
家
総
代
、
十
九
年
に

別
格
本
山
西
来
寺
の
世
話
方
、
二
十
二
年
よ

り
当
宗
議
会
議
員
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。　

毎
月
八
日
に
は
、
西
来
寺
で
円
頓

戒
と
講
話
を
御
山
主
よ
り
受
け
佛
教
の
勉
強

を
楽
し
ま
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今
そ

の
よ
う
な
中
で
一
番
の
心
配
な
の
は
、
人
々

の
佛
教
心
が
薄
れ
つ
ゝ
あ
る
の
で
は
と
見
受

け
ら
れ
る
事
で
す
。

　

子
供
は
減
り
、
家
族
は
家
を
各
々
別
に
持

ち
、
故
郷
の
家
督
を
継
ぐ
人
は
減
り
、
檀
家

の
付
合
い
を
抜
け
る
人
が
増
え
る
等
々
、
各

お
寺
も
幾
多
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

私
は
佛
祖
の
加
護
と
衆
生
の
恩
恵
に
依
り
今

後
の
人
生
を
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
教
示
を
賜
っ
て
い
ま
す
西
来
寺
寺
井
御

山
主
・
浄
見
寺
森
尾
御
住
職
を
始
め
と
す
る

諸
師
、
世
寿
百
で
遷
化
さ
れ
た
菩
提
寺
の
櫻

井
徳
順
僧
正
、
関
福
藏
寺
平
子
清
総
代
を
始

め
と
す
る
他
界
さ
れ
た
諸
先
達
に
感
謝
の
御

礼
を
申
し
上
げ
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す
。

　
神 

猿

　

私
は
、
御
本
山
売
店
の
包
み
紙
の
イ
ラ
ス

ト
の
可
愛
い
お
猿
に
愛
着
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
、
法
道
和
尚
が
始
め
ら
れ
た

「
一
心
講
」
念
仏
法
要
時
に
当
寺
の
本
堂
に

掛
け
る
軸
で
、
こ
の
お
猿
は
非
常
に
厳
し
い

顔
で
鉦
を
打
ち
西
教
寺
に
襲
い
か
か
っ
て
来

た
暴
徒
と
対
峙
す
る
お
猿
の
緊
迫
感
が
伝
わ

っ
て
来
ま
す
。
七
言
絶
句
は
二
十
七
世
貫
主

真
尚
上
人
、
下
の
歌
は
探
題
前
大
僧
正
圓
如

と
あ
り
、
叡
山
の
圓
戒
国
師
寿
塔
再
建
の
開

眼
供
養
を
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
執
行

し
た
人
達
で
真
盛
派
再
興
の
心
意
気
を
感
じ

ま
す
。

　

今
日
も
御
本
山
本
堂
か
ら
は
絶
え
る
こ
と

の
無
い
鉦
声
が
静
け
さ
の
中
に
響
い
て
い
ま

す
。
こ
の
情
景
に
は
、
誰
し
も
が
手
を
合
わ

せ
感
謝
の
お
念
仏
が
自
然
と
口
か
ら
出
て
、

暫
し
は
娑
婆
の
世
界
に
居
る
こ
と
を
忘
れ
ま

す
。

　

し
か
し
、
地
球
上
で
は
相
変
わ
ら
ず
戦
乱

と
難
民
が
尽
き
る
こ
と
は
無
く
、
私
達
日
本

人
を
取
り
巻
く
自
然
も
含
め
た
諸
環
境
は
明

る
く
あ
り
ま
せ
ん
。
無
欲
清
浄
の
御
教
え
は
、

精
神
的
支
え
の
み
な
ら
ず
身
近
に
実
践
す
る

処
に
意
義
が
有
り
ま
す
が
、
何
で
も
便
利
簡

単
が
一
番
、
つ
い
で
に
法
事
法
要
も
簡
素
簡

単
と
言
わ
れ
る
昨
今
、そ
こ
に
世
間
出
世
間
・

ご
先
祖
様
へ
の
報
恩
感
謝
の
念
が
有
る
の
か

と
疑
い
た
く
な
る
次
第
、
一
般
的
に
は
概
ね

面
倒
く
さ
い
だ
け
、
全
て
我
々
が
蒔
い
た
種
。

余
分
な
物
は
買
い
過
ぎ
ず
使
い
過
ぎ
ず
、
過

た
る
「
愛
」
は
孫
や
子
に
与
え
ず
、
刹
那
の

自
己
満
足
は
慎
み
た
い
。
消
費
拡
大
・
国
民

総
活
躍
と
か
、
も
う
結
構
、
こ
ん
な
日
本
に

誰
が
し
た
。
我
等
仏
教
徒
、
山
川
草
木
悉
皆

成
仏
を
想
い
起
し
、
資
源
争
奪
に
起
因
す
る

自
然
破
壊
と
戦
乱
に
支
え
ら
れ
た
繁
栄
を
見

直
し
、
神
猿
を
見
習
い
厳
し
い
姿
勢
で
専
ら

称
名
に
励
み
、
御
仏
と
自
然
と
世
間
様
の
慈

し
み
の
功
徳
が
普
く
一
切
に
及
ぶ
こ
と
願
い
、

い
ず
れ
は
可
愛
い
神
猿
に
な
り
た
い
も
の
で

す
。

�

（
木
造
引
接
寺　

小
泉
法
秀
）
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平
素
は
、
多
数
、
檀
信
徒
様
の
総
本
山
へ
の

御
登
山
、
御
参
拝
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
後
共
、
各
末
寺
の
御
住
職
、
檀
信
徒
様
に

よ
り
よ
い
ご
参
拝
が
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
拝
観

案
内
等
の
充
実
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
御
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

十
月

　
　
三
日
　
福
井
教
区
中
里
組
西
徳
寺
様
団
体

参
拝�

十
名

二
十
三
日
　
福
井
教
区
東
部
組
長
久
寺
様
団
体

参
拝�

三
十
二
名

十
一
月

　
　
五
日
　
伊
勢
教
区
藤
方
組
玉

寺
様
団
体

参
拝�

四
十
名

団
体
参
拝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

発
行
所　

天
台
真
盛
宗
教
学
部

　
　
　
　

大
津
市
坂
本
五
丁
目
十
三-

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
本
山
西
教
寺
内

　
　
　
　

電
話�

大
津
（
〇
七
七
）五
七
八-

〇
〇
一
三
番
㈹

印
刷
所　

宮
川
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　

大
津
市
富
士
見
台
三-

十
八

　
　
　
　

電
話�（
〇
七
七
）五
三
三-

一
二
四
一
番

大
　
根
　
煮

ひ
な
御
膳
・ひ
な
人
形
展

　
一
月
十
五
日
よ
り
二
月
十
四
日
の
約
一
ヶ
月

間
、
食
堂
に
て
西
教
寺
秘
伝
大
根
煮
を
ご
賞
味

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
根
は
、
食
中
毒
に
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
古
来
よ
り
年
の
始
ま
り
に
大
根
煮
を
食

べ
る
と
そ
の
一
年
は
病
気
に
な
ら
な
い
と
言
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
無
病
息
災
を
祈
り
食
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
年
の
始
ま
り
に
一
年
の
家
運
隆
昌
、

家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
総
本
山
の
ご
本
尊
様

に
お
参
り
さ
れ
秘
伝
大
根
煮
を
ご
賞
味
い
た
だ

く
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
大
根
煮
定
食�

一
、三
〇
〇
円
（
税
別
）

　
大
根
煮�

八
〇
〇
円
（
税
別
）

　
二
月
十
五
日
よ
り
三
月
三
日
ま
で
、
食
堂
に

於
き
ま
し
て
、
ひ
な
御
膳
を
ご
賞
味
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ひ
な
御
膳
は
子
供
の
成
長
を
祈
り
食
し

て
い
た
だ
く
お
料
理
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
本
堂
で
息
災
・
健
康
を
お
祈
り
お
参

り
さ
れ
た
あ
と
、
表
書
院
で
江
戸
時
代
か
ら
現

代
ま
で
の
美
術
的
価
値
の
あ
る
人
形
展
を
ご
鑑

賞
い
た
だ
き
、
一
日
ご
家
族
皆
様
で
お
過
ご
し

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ひ
な
御
膳�

二
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

　
ひ
な
人
形
展�

四
〇
〇
円
（
税
別
）

◆
編
集
後
記

　

こ
の
紙
面
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に
「
編
集
委
員
会
」
が
再

発
足
し
、
小
泉
・
内
藤
・
森
尾
（
五
十
音
順
）
の
三
名
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

檀
信
徒
の
皆
様
に
、
楽
し
く
お
読
み
い
た
だ
け
る
よ
う

な
明
る
く
読
み
や
す
い
紙
面
の
編
集
を
心
掛
け
て
努
力
の

流
汗
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
特
に
ご
開
山

の
御
教
え
な
ど
も
解
り
易
く
解
説
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
い
多
い
一

年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
総
本
山
西
教
寺
・
宗
務
所
主
行
事
予
定

一
、
修
正
会

�

　

一
月
一
日

一
、
元
三
大
師
御
祥
当
法
要

�

一
月
三
日

一
、
大
般
若
転
読
会

�

一
・
五
・
九
月
十
六
日

一
、
宗
祖
大
師
降
誕
会

�

一
月
二
十
八
日

一
、
節
分
会

�

二
月
三
日

一
、
人
形
供
養
法
楽

�

三
月
三
日

一
、
法
華
千
部
会

�

四
月
五
日
～
七
日

一
、
寺
庭
婦
人
・
檀
信
徒
合
同
研
修
会

�

五
月
二
十
日
～
二
十
一
日

一
、
教
学
法
儀
講
習
会

�

五
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日

一
、
天
台
真
盛
宗
宗
議
会

�

六
・
十
二
月
第
三
週
の
予
定

一
、
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会

�

八
月
十
六
日

一
、
重
陽
節
句
会

�

九
月
九
日

一
、
別
時
念
仏
会

�

九
月
二
十
四
日
～
九
月
二
十
五
日

一
、
除
夜
法
要

�

十
二
月
三
十
一
日

※
行
事
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


